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 (公財)東洋療法研修試験財団生涯研修認定講座 

(公社)日本鍼灸師会 第３６期鍼灸臨床研修会 大阪 

【実施要項】 

1. 日 時  平成２８年９月１７日(土)・１８日(日)・１９日(月/祝)３日間 

 

2. 会 場  森ノ宮医療学園専門学校 

〒537-0022 大阪市東成区中本 4-1-8 

TEL 0669766889 

3. 研修資格と履修基準 

（１）師会長推薦受講者 

1)日本鍼灸師会会員であること 

2)以下の履修基準と課題評価を満たすことを条件とする 

①第３６期臨床研修のカリキュラムをすべて受講すること 

②レポートを提出し、審査に合格すること 

  （２）日鍼会会員受講者 

1) 日本鍼灸師会会員であること 

2)以下のことを条件とする 

①第３６期臨床研修のカリキュラムをすべて受講すること 

②レポートの提出 

  （３）一般鍼灸師受講者（会員外） 

    1) 鍼灸師の資格を持つ者 

    2)第３６期臨床研修のカリキュラムをすべて受講すること 

  （４）学生受講者 

    1) 鍼灸養成学校在学 2 年生、3 年生および 4 年生 

2)第３６期臨床研修のカリキュラムをすべて受講すること 

 

4. 修了証及び合格証の発行 

（１）鍼灸臨床研修会修了証 

 (第３６期臨床研修のカリキュラムをすべて受講した全員) 

（２）(公財)東洋療法研修試験財団生涯研修修了証(履修基準を満たす者) 注 1)、注 2) 

なお、(公財)東洋療法研修試験財団修了証交付者は財団ＨＰに掲載されます。 

不掲載の場合は、「申し出書」の提出注３) 

注 1) 修了証交付は 11 月以降になります 

注 2) 学生受講者は対象になりません 

注 3）「受講案内」に同封するので研修会当日、提出のこと 

 （３）合格証 会員でレポート審査に合格した者 

 

5. 交 通 費  

＊師会長推薦枠の補助は前年度で終了とし、今年度より受講料割引といたしました。 

 

6. 全国大会一般口演の発表について 

レポート審査合格者を対象に、臨床研指導員から推薦させていただきます。 

 

7. 宿泊 予約と清算は各位でお願いします。宿泊予約はお早めに！ 



  

 

 

8. 受講料 

（１）師会長推薦者   日本鍼灸師会会員  ２５，０００円 

（２）日鍼会会員受講者 日本鍼灸師会会員  ３５，０００円 

（３）一般鍼灸師受講者 日本鍼灸師会会員外 ５０，０００円 

（４）学生受講者 ２・３・４年生対象    ３５，０００円 

（５）ぷらいまいさんプラス登録者      ３５，０００円 

（卒後年数＋１・＋２・＋３、＋T 但し、免許取得後 3 年を満了した 4 月 1 日に失効） 

  ＊臨床研既受講者が再受講される場合、上記の師会長推薦受講料と同額にいたします。 

9. 受講申込み方法 

   別紙申込書により、メール添付もしくはＦＡＸ送信で、お申込み下さい。 

   送信先：（公社）日本鍼灸師会 事務局 info＠harikyu.or.jp 

TEL  0３３９８５６７７１ FAX  0３３９８５６６２２ 

※ 師会長推薦者は、必ず師会長印を押印のこと。 

      

10. 受講料振込み方法等  

受講申し込みを受理した方へは、「受講案内」と「受講料の振込用紙」

を送付致しますので、期日までにお振込み下さい 

 

※ 受講申込期限：８月２０日必着で、お願い致します。定員３０名 

※ 受講申込者数が１５名に満たない場合、研修会を中止いたします。 

 （お振込みされた受講料は返金いたします。） 

 

【会場の案内図と交通アクセス】 

森ノ宮医療学園 http://www.morinomiya.ac.jp/ 

  〒537-0022 大阪市東成区中本 4-1-8  

TEL : (06)6976-6889 FAX : (06)6973-３13３ 

 

JR 環状線・地下鉄鶴見緑地線 

「森ノ宮」駅下車徒歩 12 分  

地下鉄中央線・今里線 

「緑橋」駅下車（3 番出口）徒歩 5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 



  

 

 

(公財)東洋療法研修試験財団生涯研修認定講座 

(公社)日本鍼灸師会 第３６期鍼灸臨床研修会 

 

【カリキュラム】 
 

９月１７日（土） 

 

１２：１５～ 受付開始 

１２：４５～１３：００  開 講 式 

 

１３：００～１３：３０ 

  臨床研の意義と目的 医療面接  日本鍼灸師会臨床研指導員 

 

１３：４０～１８：３０ 

 肩関節痛の鍼灸臨床（病態・問診・検査・診断）日本鍼灸師会臨床研指導員 

 肩関節痛 臨床のコツと刺鍼実技（1） 

 

 

９月１８日（日） 

９：００～１４：５０ 

頚上肢痛の鍼灸臨床（病態・問診・検査・診断）日本鍼灸師会臨床研指導員 

頚上肢痛 臨床のコツと刺鍼実技（2） 

 

１５：００～１８：３０ 

 腰下肢痛の鍼灸臨床（病態・問診・検査・診断）日本鍼灸師会臨床研指導員 

 

９月１９日（月・祝） 

９：００～１０：００ 

腰下肢痛 臨床のコツと刺鍼実技（3） 

 

１０：１０～１５：５０ 

  膝関節痛の鍼灸臨床（病態・問診・検査・診断）日本鍼灸師会臨床研指導員 

      膝関節痛 臨床のコツと刺鍼実技（4） 

 

１６：００～１６：３０ 

 レポートの作り方   日本鍼灸師会臨床研指導員  

 

１６：４０～１７：００ 閉 講 式 

 



鍼灸臨床研修会の意義と目的 

【意義と目的】 臨床研は昭和 56 年に日本鍼灸師会が鍼灸師の生涯教育の一環として、学術と資質の向上を目指し

て「鍼灸臨床指導者講習会」が発足された。また、その方法は名称が示すとおり、全国各師会の学術指導者の育成

を目的に基礎的内容を中心として研修会が進められてきた。 

 どの鍼灸師も臨床における共通の知識を持ち、しかも共通言語で情報の共有ができ、鍼灸師の資質の向上を目的

に書かれた書籍、あるいは講習会がどれだけあったであろうか。多分、殆ど皆無に等しかったことは想像に難くな

い。例えば、鍼灸の適応、不適応を考えた時、ベテランと言われる臨床家であってさえも、師匠から継承された知

識や、自分の経験に頼らざるを得なかったのではないか。まして、鍼灸初学者であれば、路頭に迷うのは当然のこ

とであり、自信を持って臨床を行うなどとは、遥か彼方のように思えたかもしれない。結局、鍼灸師は共通の知識

を持ち合わせていなかったが故に、独自性の発揮は出来てもレベルの格差が大きく、社会から充分に信頼されると

は言い難い状況ではなかったかと推察する。 

 そのような状況の中、全国各師会の学術指導者の育成をとおし、鍼灸師が臨床の場で最低限必要な基本的臨床能

力のレベルアップが普及することと同時に、鍼灸師が医療人の一員として、どのように患者に接すればよいか、鍼

灸師の在り方にまで踏み込み、鍼灸師の学術面の向上と共に、資質の向上に寄与した。臨床研の内容は、鍼灸師会

の内外を問わず、高い評価を受けるようになってきた。本研修会の意義と目的は、医療人としての鍼灸師の基本的

臨床能力の習得と、その実践的臨床能力をコアとした鍼灸師の卒後研修から生涯研修における講師育成にある。 

【高い視点に立った研修】では、「本物」に限りなく近づくためには一体何をしていけばよいのであろうか。本物と

は真に人から必要とされ、その期待に応えられる人間ではないかと思う。鍼灸師においては、的確な診断能力があ

り、その治療と対応に優れ、患者を心身の両面において「安心」を与えられることができ、また他の医療関係者と

の連携、情報共有も積極的に行い、今に留まらず、常に進歩向上を目指す鍼灸師ではないかと考える。 

(1) 医療面接法 

 医療面接に関する知識、患者さんに接する態度、患者－鍼灸師関係を良好なものにするためのスキルアップは、

問題となる患者情報の収集、患者教育、インフォームド・コンセント、リスクマネジメントにまで関連し、日常の

鍼灸臨床において最も考慮すべき点である。 

(2) 問題点を把握するための情報収集 

 問診、徒手検査法(古典的診察法を含む)に関しては、問題解決レベルいわゆる臨床診断ならびに適応・不適応の鑑

別に深い知識が必要となる。手技の習得には実演(デモンストレーション)や模擬体験、実地体験が有効である。 

(3) 鍼灸の安全性とリスクマネジメント 

 臨床においての失敗したことヒヤリとした経験の情報開示と共有は、リスクマネジメントの基本的理念になる。

一人の鍼灸師が引き起こした事故は、患者さん及び鍼灸業界に強い衝撃を与えてしまう。発生防止のためのリスク

マネジメントについての研修は必須と考える。 

(4) 医療連携 

 医療連携は、鍼灸師が苦手としてきた領域に属する分野である。しかし臨床の場においては、鍼灸師が抱えては

いけない疾患、鍼灸治療より望ましい処置方法を優先すべき判断と遭遇することがある。共通言語がなければ、お

よそまともな情報交換は期待できない。カルテの記録方法、紹介状(患者情報提供書)の書き方など、鍼灸臨床におけ

る大切な臨床能力といえる。 

(5) 症例プレゼンテーション能力 (症例報告 学会発表) 

 症例報告、学会発表は繰り返し実施して獲得するスキルの側面が強い研修目標である。症例検討会でプレゼンテ

ーションを繰り返し実施し、フィードバックすることがトレーニングとして作用するので、スキルアップに必要な

研修となる。 

ぜひ、今後この研修会を発展させていく意味でも、前向きに参加し、一つでも多くのことを習得して頂きたい。 

鍼灸臨床研修会運営委員会 講師一同 



(公財)東洋療法研修試験財団生涯研修認定講座 

(公社)日本鍼灸師会 第 36 期 鍼灸臨床研修会 

 

【師会長推薦受講：ＦＡＸ申込用紙】 

第３６期 鍼灸臨床研修会 

都道府県師会長推薦受講者 

 

所属県師会名  

推薦都道府県 

師会長名 
                        印 

受 

 

講 

 

 

者 

 

 

 
研 

修 

会 

連 

絡 

に 

使 

用 

 

ふりがな  生年月日 

平成 

昭和 

  年  月  日 

氏 名  

 

 

住 所 

 

 

 

電 話  ＦＡＸ  

E－mail 
 

（メールアドレスの記入には、o(オー）0(ゼロ）-（ハイフン）_（アンダーライン） 

数字の１（イチ）、英字ｌ（エル）Ｉ（アイ）は区別が付くように記入願います。） 

 

 

 

免許証 
 

種 別 
免許証番号 
・交付都道府県名と番号の記載 
・大臣の場合は厚生又は厚労と番号の記載 

は り  

きゅう  

日本鍼灸師会 

会員歴 
年 

 

返送先 ⇒ 日鍼会事務局 F A X：03-3985-6622 

            

８月２０日までにご返信下さい－ 

〒          



(公財)東洋療法研修試験財団生涯研修認定講座 

(公社)日本鍼灸師会 第 36 期 鍼灸臨床研修会 

 

【日鍼会会員受講：申込用紙】 

第３６期鍼灸臨床研修会 

日鍼会会員受講者 
 

所属県師会名  

 

 

講 

 

 

者 

 

 

 
研 

修 

会 

連 

絡 

に 

使 

用 

 

ふりがな  生年月日 

平成 

昭和 

  年  月  日 

氏 名  

 

 

住 所 

 

 

 

電 話  ＦＡＸ  

E－mail 
 

（メールアドレスの記入には、o(オー）0(ゼロ）-（ハイフン）_（アンダー

ライン） 数字の１（イチ）、英字ｌ（エル）Ｉ（アイ）は区別が付くよう

に記入願います。） 

 

 

 

免許証 
 

種 別 
免許証番号 

・交付都道府県名と番号の記載 
・大臣の場合は厚生又は厚労と番号の記載 

は り  

きゅう  

日本鍼灸師会 

会員歴 
年 

 臨床研 受講歴 第   期 臨床研受講修了 

 

返送先 ⇒ 日鍼会事務局 F A X：03-3985-6622 

           

 

８月２０日までにご返信下さい－ 

〒          



  

 

(公財)東洋療法研修試験財団生涯研修認定講座 

(公社)日本鍼灸師会 第３６期鍼灸臨床研修会 

 

【一般受講：申込用紙】 

第３６期鍼灸臨床研修会 
どちらかを○で囲んで下さい 

一般鍼灸師 ・ 学生 ・ ぷらまいさん 
 

受 

 

講 

 

 

者 

 

 

 
研 

修 

会 

連 

絡 

に 

使 

用 

 

ふりがな  生年月日 

 

平成 

昭和  年  月  日 
氏 名  

 

住 所 

 

 

 

電 話  ＦＡＸ  

E－mail 
 

（メールアドレスの記入には、o(オー）0(ゼロ）-（ハイフン）_（アンダーライン） 

数字の１（イチ）、英字ｌ（エル）Ｉ（アイ）は区別が付くように記入願います。） 

 

 

免許証 

種 別 
免許証番号 
・交付都道府県名と番号の記載 
・大臣の場合は厚生又は厚労と番号の記載 

は り  

きゅう  

※ 学生の方記入 

学校名・学年 

 

 

学年 

 

返送先 ⇒ 日鍼会事務局 F A X：03-3985-6622 

            E メール：info@harikyu.or.jp  
(1)件名は第 36 期受講申込 

(2)添付以外の場合は該当項目を記載のこと 

 

８月２０日までにご返信下さい－ 

〒          

mailto:info@harikyu.or.jp
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